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平成 25 年 11 月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

   平成 24 年 12 月 27 日に公表いたしました第２四半期連結業績予想につきまして、差異が生じました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第２四半期連結累計期間の業績予想の差異等(平成 24 年 12 月 1 日～平成 25 年５月 31 日）       

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

4,100 300 250

 

220 

円  銭

33.44

今回修正（Ｂ） 

3,663 162 229 178 27.08

増減額（Ｂ－Ａ） 

△437 △138 △21 △42 

増 減 率 

△10.6％ △46.0％ △8.4％ △19.1％ 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年 11 月期第２四半期） 4,313 329 292 207 31.48

 

 

２．差異の理由と今後の見通し 

 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、期首に設定した 41 億円に対し 36 億 63 百万円（前年同期

比 15.1％減）となりました。これは計画比 10.6％減に相当するものであります。 

主たる要因は、米国においてモジュール製品の新製品への切替が遅れたため、当初計画より 28.5％

減となりました。欧州においては、欧州の景気低迷の影響によりターミナル製品の案件で下期以降へ

のずれ込みが生じたことと、アジアその他地域での低価格化が進んだもののそれら低価格帯案件をあ

えて見送ったこと等により、当初計画より 20％減となったことによるものです。 

その影響により利益面では、売上高が期首計画から４億 37 百万円減少したことから、営業利益が

１億 62 百万円（前年同期比 50.8％減）にとどまることになりましたので、前述のとおり、平成 24年

12 月 27 日に発表しました第２四半期連結業績予想の差異としてご報告いたします。 

なお、当第２四半期連結累計期間においての為替レートは、１ドル＝87.68 円、１ユーロ＝115.10

円で算出しております。 

   また、通期業績予想につきましては各セグメントともに期首計画に対してほぼ予定通りに推進でき

ると見ており、現在のところ業績予想を修正する予定はございません。 

以 上 


